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◆日本の将来人口の減少

・人口減少，少子高齢化による労働力人口
の減少
・専門能力を持つ人材の減少
・国内総生産の低下等，国際競争力の低下

出典：国立社会保障・人口問題研究所
日本の将来推計人口（平成24年1月推計）

【単位：1,000人】
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研究背景

・試算では，２１１０年に２５７８万人に
減少する．しかし，移民を入れた場合
は７２２７万人になるとしている．
出典：産経ニュース
http://sankei.jp.msn.com/politics/news/140313/plc14031319260010-
n2.htm

◆先進国における移民人口比率の推移

出典：社会実情データ図録
元資料：世銀WDI
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研究背景

人口の約8割が移民

2013年5月

スウェーデンの首都ストックホルム郊外

ヒュースビー地区で暴動が発生

高い失業率

疑問視される労働市場
構造

高まる「反移民」の声

「警官が男性を射殺した事件に対する抗議
がきっかけ」
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目的

世界中で移民に関する
問題が発生している

日本では政府が移民受け
入れについて考えている

国民は『移民』についてどう考えているのか？

日本人の移民に対する意識を調査する
6
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調査方法

 海外の移民問題の文献調査

 日本の外国人政策の現状調査

 Google検索エンジン及びGoogle Trendsを用いた
各国の移民に対する意識度の調査

 アンケートを用いた学生の移民問題への関心
度・見解の調査

 調査をもとにした考察
8
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「移民」の検索数の比較

2013年
ニンテンドー3DS版ドラゴンクエストⅦ発売
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「移民」の検索数の比較

2003年・・・外国人の指紋登録等
2004年・・・選択移民制への転換
2005年・・・移民政策委員会の設置
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2014年
キャメロン首相が移民受入に批判的な発言
スイスで大量移民反対イニシアチブ可決



関連検索ワードの比較
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日本 アメリカ フランス スウェーデン

ドラクエ移民 不法移民 移民カナダ 出稼ぎ移民

移民の歌 移民法 ケベック移民 移民統計

アメリカ移民 カナダ移民 移民法 民主党穏健派

移民問題 移民ビザ フランス移民 自由移民

アメリカ、フランス、スウェーデン
 近隣国の不法移民問題
 自国の移民の状況、統計
 政党や法律

日本
 ゲーム関連のワード
 移民の歌(イギリスのロックグループの曲名)
 安全保障条約を結んでいるアメリカの移民状態



国別の総人口と移民のヒット数

他国と比べて日本が圧倒的に少ない
13

検索ヒット数
(万件)

総人口
(百万人)

一人当たりの
ヒット数

日本 9.3 × 10 1.3 × 102 𝟕. 𝟑 × 𝟏𝟎−𝟑

アメリカ 2.3 × 104 3.2 × 102 7.3 × 10−1

スウェーデン 1.9 × 102 9.5 2.0 × 10−1

フランス 2.3 × 103 6.4 × 10 3.6 × 10−1



目次

背景・目的

調査方法

結果と考察
Google Trendsを用いた調査
アンケートを用いた調査

まとめ
15



 日本人の移民・国際情勢に関する意識を調査するための
アンケートを作成

アンケート説明

・海外経験
・知識
・経済面
・政治立場
・利用メディア

移民への関心度
移民に対する印象
移民の受容度

 調査日 ： 2014年10月1日、２日

 調査対象：筑波大学学生
（有効回答数109件、うち男性97名女性12名）

 アンケート結果を集計し、SPSSを用いて結果を分析

 有意な結果を報告する
16

① 2014年、親ロシア勢力が軍
事力を行使して支配した地域

② 米国の永住権及びその資格証
明書の通称名

③ 2014年2月、投資移民制度
を廃止した国

④ 2011年7月、イスラム系移
民の増加を懸念した人物によ
る事件が起きた国

⑤ 日本政府が検討している年間
移民受け入れ数



集計結果
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 移民問題についての関心度を問う質問



集計結果

0

20

40

60

80

A B C D E F G H I J

26.2
20.6

59.8

28

66.4

43
53.3

79.4

43
33.6

(%
)

ネガティブな意見

F) 社会保障負担の増加

G) 失業率の増加

H) 治安の悪化

I) 労働賃金の悪化

J) サービス、商品の質の低下

ポジティブな意見

A) 産業空洞化の解消

B) GDPの増加

C) 人手不足の解消

D) 出生率の増加

E) 文化交流による価値観の多様化

 移民についての印象を問う質問
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関心度と受け入れに対する受容度の関係

関心がある やや関心がある 関心がない

上限なしに受け入れる 0.0 30.0 70.0

総数に上限を設ける 0.0 36.0 64.0

国籍ごとに上限を設ける 0.0 50.0 50.0

技術者のみ受け入れる 43.5 43.5 13.0

受け入れない 71.4 28.6 0.0

関心がある者ほど慎重な意見
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単位 : (%)

受容度
関心度



海外経験と受け入れに対する受容度の関係

0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

上限なしに受け入れる 10.0 30.0 50.0 10.0 0.0 0.0

総数に上限を設ける 47.7 36.4 11.4 4.5 0.0 0.0

国籍ごと上限を設ける 40.9 36.4 13.6 4.5 0.0 4.5

技術者のみ受け入れる 21.7 21.7 13.0 0.0 13.0 30.4

受け入れない 0.0 0.0 14.3 28.6 28.6 28.6

海外経験が豊富なほど慎重な意見
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利用メディアと国際情勢知識の関係

情報源として主にインターネットを利用する人の方が正答数が高い傾向
22
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調査結果

Trends&検索数

• 「移民」につい

ての関心の低さ

アンケート集計

• 国際情勢につい

てあまり理解し

ていない

項目間の関係

• 国際情勢に詳しい

ほど慎重な意見

• インターネットを

メインに情報を得

る人の方が正答数

が高い

現代の日本人の国際情勢に関する知識が不足している！
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要因と改善策

国際情勢に
関する教育
機会の不足

一方向的な
情報伝達手段

バイアスの
かかった情報

知識の
欠如

積極的に情報を取得していく姿勢
インタラクティブな情報伝達ツールの活用
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まとめ

 日本人の「移民」に対する意識を調査することを
目的とした研究を行った。

 Google 検索エンジンから関心度の低さがわかっ
た。

 アンケートの結果から知識が不足していることが
わかった。

 今後はインタラクティブな情報伝達手段を積極的
に活用していく必要がある。 26



25

ご清聴ありがとうございました



検索量の伸び方や
関連ワードから

キーワードに対する
関心度を測る

 特定の国・期間に絞
ることが可能

 過去１０年のデータ
を取得可能

Google Trendsとは

指定したキーワードがどの程度検索されたか
どんなキーワードと一緒に検索されているか

を調べることができるサービス

26



「移民」の検索数の比較

2006年
移民制限強化に反対した労働者によるストライキ

2010年
アリゾナ州で移民法成立
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 経済成長  社会保障  所得格差

内閣府資料
～目指すべき日本の未来の姿について



集計結果
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